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名前 ： 木澤 朋隆 （きざわ ともたか)

所属 ： SCSK株式会社

担当業務： ① AWSアーキテクト
  ② マーケティング施策の企画・運営・登壇

 ③ 社内エンジニアへの支援活動（情報提供など）
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SCSKでは主にクラウド関連を扱うエンジニアブログ「TechHarmony」を2021/3より公開して
います。本日はエンジニアブログ立ち上げの背景とその後の運営について触れたいと思います。

本日の主旨
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エンジニアブログ立ち上げの経緯
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TechHarmony立ち上げの経緯

ビジネス上の課題 外部トレンド

エンジニアブログ立ち上げの目的

• クラウド業界における当社の認知度が低い
初期から取り組んでいる「古参」にも関わらず
認知されていない。

• 顧客への情報提供手段に関する課題
公式情報では不足する際に、他社様ブログを
紹介することがあった。

• クラウドのコモディティ化
クラウド利用が当然となり、あらゆる技術要素と絡む。

• クラウド技術のオープン化
ノウハウとして溜め込むよりもオープンに発信する。

• ユーザー選択行動の変化
口コミや検索結果により得た情報が選択に影響する。

• 積極的な情報発信による企業/ブランドイメージの向上、信頼感醸成による案件獲得
仕事をSCSKに任せても安心であることをアピール

• 発信することによる高度エンジニアの育成
エンジニアが自ら発信する活動を通じて、知識の整理を行いスキルアップを目指す



■■

Page.6

既存サイトの相乗りの検討

既存のエンジニアブログサイトとの相乗りも検討したが、運営方針の違いから断念。新規立ち上げを決定。

既存のサイト 私の考えたコンセプト

高い技術力をアピールすることによる
企業イメージ向上、優秀な人材の獲得が目的。

レビューはしっかり行う。
発信には一定の工数・時間が掛かる。

露出を増やすことによって知名度向上や
リード獲得に繋げることが目的。

寄稿数を増やすため、広く寄稿者を募集する
こと、また寄稿への心理的障壁を下げたい。

現場とは乖離が生じることが多い
「自分も発信するしようかな」との意識はならない

結果として記事のレベルは玉石混合
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サイトの立ち上げ

企画（書）の作成
企画は事前に上長（部長クラス）と共有していたため順調に承認
（自社が扱う商材が多いため、Webサイトの立ち上げは比較的難しくない）

ブランドネーム、ロゴの作成
ブランドネームは社内に広く公募し選定

ブランドロゴ（サイトアイコン）はクラウドソーシングを利用

プラットフォームの構築
私個人の経験・実績を踏まえ、WordPressを採用

クラウドでのサイト構築は専門なので私の片手間で。。。
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立ち上げ後のコンテンツ集めと工夫
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寄稿(者)を集める工夫
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公開記事数

あくまで現場の1部署で立ちあげたサイトのため、寄稿者集めには限界が…
（他部署への働きかけはできても、依頼はできない）

それでもステージに応じて工夫して
徐々に寄稿者、記事数は順調に増えて
います。

1年目 100記事

2年目 250記事

3年目 450記事（予定)

寄稿登録者も100名over
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初年度（～2022/3）

（公開前） 初期コンテンツ集め
部署内に働きかけ、30記事ほど集める。

但し、それ以上の未公開記事を抱えることに・・・
（ 記事公開によるリスク＞メリット？ 公開への心理的ハードルが高くなってしまった。）

初年度の工夫
社内コミュニティ（勉強会運営）を通じた社内人脈に頼り寄稿を依頼
（コミュニティに理解がある人はアウトプットへの障壁が低いことを利用）

それでも投稿数のバラツキがあり、記事数には毎月ヒヤヒヤ。
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２年目（～202３/3）

数名の豪腕エンジニア（近い部署）が寄稿者に参画
AWSやGoogle CloudのTop Engineerを目指すメンバーにはメリットあり。

多数の記事を寄稿いただくことで、PVも大幅増を達成。
（記事数は1年で１００⇒250、PVは１年で4倍増)

社内向けの説明会を実施
直ぐには効果が出なかったが、この時の資料・登壇動画（オンデマンド視聴可能）は
新規寄稿登録者へのガイドとして有効活用できた。
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説明会から抜粋
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３年目（～202４/3）

クラウド周辺商材（部署）からの寄稿が増える
自前でメディアを運営するよりも、TechHarmonyに相乗りした方がメリットがあると
周辺部署への理解が進む

新人社員育成への活用
新人が社内文化に染まる前に 「アウトプットする習慣を身につける」 活動

AWS Jr. Champions表彰制度が良い影響

現在では、ほぼ毎日のように記事が発信される状況に
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アドベントカレンダー初開催

2023年に初開催

募集＋声掛けであっという間に
12/1～25の記事埋まる。

（初年度の寄稿集めの苦労を振り返ると
泣けてきました）

アドベントカレンダー企画により
「アウトプットしやすくなった」 との
コメントあり。
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今後
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今後やりたいこと

サイトとしての成熟

• 記事カテゴリの再編（済）
• 特集企画の実施 、 サイト内の回遊を増やす取り組み
• 商材ごと/特集ごとに整理しわかりやすいレイアウトへの変更

マーケティング連携

• マーケティング施策との連携/効果の可視化
• SNSの活用開始 （トリプルメディア）

評価制度への反映

• アウトプットや外部表彰が社内での評価に繋がるよう、評価制度への組み入れ
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ありがとうございました。

競合が多い分野ではありますが…

当社なりのペースで
今後も取り組んでいければと思います。
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